






くても建築が成立する。実際に室内と室外を区切るために用いられているものですら「格子」や「妻戸」といった可動性のある建具であり、 室内においては主として「簾」 「障子」 「屏風」 「几帳」といった障屛具の類が用いられる。これらは物理的には脆弱であるが、これらを「仕切り」として機能させているのは、人々がそれ 「仕切りである＝その先は侵してはな ぬ場であ 」と共通して認識するためである。　
本稿では、住居空間の水平方向の広がりを把握するために、 「お
























































用法は場所を指示することにあるといえる。Ｃは、そこから派生して、文という平面のうちの「おく」 表現す ＢもＡからの派生と考えられ、 「おく」は思慮深い性質を表現している。なぜ、こような性質の表現につながるのかは、以下でＡについて 考察を進めるうちに明 かにしたい。Ａの用例を検討していくと、Ａ②に属するものが多数を占めて ることがわかる。これは、物語文学 舞台が多く室内であることを反映してい ものと思わ 。　
しかし、Ａ①・②間の差異は室内・屋外ということだけではない。
Ａ①では、右に挙げた用例か も分かるように、 「おく」と表現される場所が、ある範囲 ち生活・活動の中心から離れた場でことが特徴である。このことから屋外におけ 「おく」は、人 目
が届かないような寂れた場を指示する。　
一方、Ａ②における「おく」は必ずしも生活・活動の中心から離























であり、 逆の動き「出づ」を伴う場合は『源氏物語』 「竹河」巻の「典侍の殿、御念誦堂におはして、 『こなたに』とのたまへれば、東の階より上りて、戸口の御簾の前にゐたまへり。…尚侍の君、奥の方よりゐざ 出でたまひて」や『枕草子』四七段の「式部のおもとと小廂に寝たるに、奥の遣戸をあけさせ給ひて、上の御前、宮 御前出でさせたまへば」といった例くらいしか挙げられ い 者は玉鬘が薫との対面のために念誦堂の中か 、薫のいる簀子のそばまで出てくる例、後者は帝と定子とが本来 居所でないところ（清少納言と式部のおもとが寝てい ような場所）にいたずら心か 出てくるのである。いずれも、出 くる人は人に会ったり 外 人を見るといったような目的があり 本来自分がいるはずで る場から「出る」 。 「出る」はいうまでもなく内から外へ向かう動きである。 おく」から「出る」 いう行動の用例数 少なさ 、こ いった行動自体が表現され ことの少な も であっ ことを物語って る。　
他方「おく」へ、明確な目的があって「入る」場合、訪れた者の









※仲忠母子、 兼雅邸に移る。 母が 「暗き方」 に入り、 兼雅も奥へ。 暗き方」と「おく」が同一視されている がわかる。











例の、近き方にゐたまへるに、御几帳などを 風のあらはに吹きなせば 中の宮奥に入りたま 。
　『源氏物語』 「総角」
※大君の病床、中の君は風によって几帳などがあおられているため、薫に見られるのを恐れて「近き方」から「おく」へ　『平中物語』 の一例では、 女性は視線に気づいていない。こういった場合「おく」は単にもといた場所（通常の居所）を示している。
『うつほ物語』の例では、 「おく」に入るのは男性であって、 先に「暗き方」に入った女性を追いかけ 動きであるため、 『平中物語』と同様、通常の居所を指す「おく」であることがわかる。後半の例はいずれも 他者（男性）の視線を意識し、他者から距離を置こうとする方向の動きを示している。しかし、女性の居所が「おく」であるということではない。女性の居所を表現す きにも「はしちかき御座所（ 『源氏物語』 「夕顔」 ） といった用例も し、貴人の御前に対する「奥」という用例も見いだせる（ 『枕草子』三段「 た
らしうかよふ婿の君などの内へまゐるほどをも、心もとなう、所につけてわれはと思ひたる女房 、のぞきけしきばみ 奥の方にたたずまふ
を、前にゐたる人は心得てわらふを、 「あなかま」とまねき
制すれども、 女はたしらず顔にて、 おほどかにてゐたまへり」 ） 。 「おく」の空間に一律の機能があるわけでないことが理解で よう。とはいえ、 「おく」とされる空間は、この場合は見ている人の視線を遮ることができる場であることは確かである。　
一方、イの「動きを伴わないもの」に関しては、Ａ①のような意
味合いが含まれるように思われる。右記『枕草子』 用例や、 『紫式部日記』 「御帳の東 御座のきはに、御几帳を
奥の御障子より
廂
の柱まで、ひまもあらせず立てきりて 南面に御前のものはまゐりすゑたり。 」といったも にあらわれ い 。すなわち 主体を「中心」としてそこから離れた場を描写する意味合 である。ただし、少なくとも、空間として把握する 、基点がある領域よりも外側を指していることはない。た えば、右で挙げた『枕草子』三段や一七七段の例であれば、清少納言のいる場所を基点にして、 「おく」といっており、見られる帝と定子が清少納言よりも屋外 近 というこ はありえな 。　
以上のように考えていくと、室内における「おく」の示す場に絶




















出でて、 「左大弁 物聞えむ」と侍して呼ばせたれば、いとよくうるはし て来たり
　『枕草子』一二七段










である時もある。ただし、 「はし」 示す場所を断定できるものは用例の一部にすぎず、いずれとも断定できな ことの方が多い。最も範囲の広い①の用例を「は 」の意味の核として考えると、③においても、ある範囲 うち空間的に最も外側 部分を指していると
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いえる。それは、建物にそれを適用すると外部からの視線にさらされることが少なくない場を示す語であると考えられる。 『源氏物語』におけ 「はし」の用例を検討した先行論文に、山本利達氏「家屋の『はし』考」があるが、この論 おいても、 「はし」は簀子 場合も、廂の場合もあ とさ て る。　
なお、山本氏は「はし」が廂・簀子いずれをも表現しうる語であ
ることについて、簀子を屋の外にあるものと考え、あえて簀子を「はし」として表現する場合は、 「母屋や廂の外にある客の座として特別の意味をもっているようである」 す 。 「はし」があくまでも生活の中で使われる空間であることを示唆しているといえる。　
用例の詳細な検討に戻る。 「に」という助詞を伴ってあらわれる
「はし」では、右記『枕草子』や『源氏物語』 「若紫」のように「いづ」 「居り（おはす） 」 いった動詞を導くことが多い。したがって、「はし」は住居内のある場所を指していると考えることができる。こうした例における「はし」の場面では、多く「月 見 ことが行われており、これは当然夜であ といえ が、それ以外でも、女性が「はし」にいる場合、その時間帯はほ んど 夕暮 から夜にかけてである。この点は はし」が見られやすいところであると考えれば当然 といえよう。　「はし」に出る用例のうち「月を見る」という目的があるものについていえば、その場から月が見えるという前提があるはずである。特に「居り」とされ いる場合は視線が低く、また、屋根が存在することを考慮する 、その場 住居内でもかなり外側でなければならない。具体的に、寝殿造におけ 柱間は発掘資料等を参考とすと三メートル程度と考 られ 廂 幅も同程度であったと推定され












夕霧は 端近」に立っている女三の宮を垣間見ることができたことに対し、軽々しい行為だと、垣間見られるほどの場所にいたことを批判される。しか 一方の柏木は「奥暗きここちするも」と、女三の宮がいる廂の場でも「奥暗き」と う評価をす 。夕霧の視点からは「あらは」 、柏木の視点からは「奥暗き」と、明らかに異なった評価が下されており 興味深 。　
ここに「はし」の指す概念を特定するヒントが隠されていると考
える。 「竹河」の例では、 「紛るゝ事なく」 いう状態が「端近なる罪」と規定されている。それゆえ こ 規定を適用するならば、御簾が巻き上がっ ことによって垣間見をされた女三 宮は「端近なる罪」を犯した状態といえよう。 もかかわらず、 「もっ 見たいという意識にも づけば、 「はし」 、 「奥暗き にもなりう のだ。　
なお、 「端近」という語の用例を検討していくと、 「格子あげさせ
給ひて、御簾まきあげなどし給ひて、 しちかく 臥し給へり。（ 『源氏物語』 「夕霧」 ）などのように文脈からそこが廂であると判断できる例や、当時の常識と照らして、簀子で ありえない例 見いだせるものの、簀子であると断定できる用例は存在 な 。簀子「建物中では」最も外側の場所であるはずだが、 「端近」とされるときに、そこを指示するとは限らないといえる。 「端近」と評のが基本的に女性であるこ を鑑みると、 「端」は、外との境界というよりは、人の目に触れやすい 点に重点がおかれた語と考えることができる。
　
ところで、 「端近」という語が現れる例において、文脈でその場










れとして柳田国男の山中他界思想（ 『遠野物語』など）や折口信夫のニライカナイ（ 『古代研究国文学篇』など）などを示す。ことに山を神聖化し、 「 （禁足地としての）山を背にして田園と家屋群が里を構成するという村落コミュニティの原型」を「おく」の存在を図式的に示唆するものとして重視する。海上他界、常世やニライカナイの思想に関連して
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